
学びの広場

第２回『ふるさとの未来・再考！』フォーラム

～活かそう！郷土の “味” 力 ～

北秋田市チョこボラ・プロジェクト
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財
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財
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銀
山
神
明
社
境
内
に
あ
る
石
燈
籠
で

す
。
阿
仁
鉱
山
か
ら
「
北
前
船
」
で
大

阪
へ
金
や
銀
、
銅
が
運
ば
れ
ま
し
た
が
、

帰
り
の
船
が
日
本
海
を
北
上
す
る
時
に

船
を
重
く
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め

に
船
底
に
積
ん
で
き
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
石
灯
籠
は
大
阪
で
造
ら
れ
運
ば

れ
て
き
た
も
の
で
、「
嘉
永
元
年
（
１

８
４
８
年
）
戊
申
５
月
於
摂
州
大
坂
造

之
」
と
あ
り
ま
す
。
石
燈
籠
の
石
材
は
、

同
じ
阿
仁
町
に
あ
る
「
山
寺
の
石
燈
籠
」

や
「
大
坂
屋
彦
兵
衛
の
墓
石
」、「
青
山

家
の
墓
石
」
と
同
じ
瀬
戸
内
海
原
産
の

御
影
石
で
す
。
御
影
石
は
、
寛
文
元
年

（
１
６
６
１
年
）
頃
に
初
め
て
阿
仁
地

方
に
入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
市
指
定
文
化
財
で
す
。

　
銀
山
神
明
社
は
銀
山
地
域
の
総
鎮
守

で
、
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。
境
内
に
は
、

樹
齢
３
０
０
年
近
い
雄
雌
２
本
の
大
き

な
銀
杏
の
木
の
ほ
か
、
庚
申
塔
や
２
体

の
石
像
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◇「
北
前
船
」

　
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期

に
か
け
て
日
本
海
で
商
売
し
た
船
（
西

廻
海
運
）
で
、
通
称
千
石
船
と
い
い
弁

才
船
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
北
海
道
、

北
陸
か
ら
昆
布
や
ニ
シ
ン
、
魚
肥
、
米
、

木
材
な
ど
を
買
い
、
下
関
を
回
っ
て
大

阪
へ
運
び
、
西
国
か
ら
は
塩
や
酒
、
紙
、

木
綿
な
ど
の
衣
料
品
を
仕
入
れ
て
北
海

道
や
北
陸
で
売
り
ま
し
た
。
物
資
の
売

買
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
交
流
や
文
化

も
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
合
川
地
区
三
里
の
熊
野
神
社
に
「
北

国
船
」
の
船
絵
馬
が
あ
り
ま
す
が
、
日

本
海
沿
岸
の
荒
波
を
渡
る
安
全
を
祈
る

船
乗
り
た
ち
の
願
い
を
込
め
て
奉
納
さ

れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
合

川
地
方
史
研
究
会「
史
友
」第
11
号
参
照
）

▽
平
成
４
年
３
月
31
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
「
阿
仁
の
文
化
財
１
」、「
北

鹿
は
宝
箱
」、「
日
本
史
辞
典
」、「
秋
田

さ
き
が
け
」

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
記
念
物
（
史
跡
）

○「
銀
山
神
明
社
石
燈
籠
（
二
基
）」

◇
所
在
地　
阿
仁
銀
山
字
下
新
町
63-

1

◇
管
理
者　
銀
山
三
町
財
産
管
理
委
員
会

　
■
し
め
飾
り
づ
く
り
教
室

期
日　
12
月
７
日
（
金
）

時
間　
10
時
〜
15
時

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　
桜
田
勝
夫
氏

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
３
０
０
円

持
ち
物　
昼
食
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

■
干
支
小
物
作
り
教
室

期
日　
12
月
14
日
（
金
）

時
間　
13
時
〜
15
時
30
分

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　
森
川
征
子
氏

内
容　
祝
箸
袋
・
ち
り
め
ん
根
付

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
各
５
０
０
円

持
ち
物　
ハ
サ
ミ
、目
打
ち
、ボ
ン
ド
、洗
濯
バ
サ
ミ

申
込
開
始　
12
月
１
日
（
土
）
か
ら

■
冬
の
ほ
っ
と
な
お
話
し
会

期
日　
12
月
15
日
（
土
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
に
じ
い
ろ

ぱ
れ
っ
と
」

内
容　
人
形
劇
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

の
お
話
と
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
込
開
始　
12
月
１
日
（
土
）
か
ら

■
門
松
づ
く
り
講
座

日
時　
12
月
18
日
（
火
）　
９
時
〜
正
午

会
場　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
師　
菅
原
廣
司
氏

内
容　
お
正
月
の
門
松
作
り

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
１
０
０
０
円

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
剪
定
ハ
サ
ミ

申
込
開
始　
12
月
３
日
（
月
）
か
ら

■
干
支
の
置
物
作
り
（
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
）
講
座

日
時　
12
月
17
日
（
月
）　
10
時
〜
15
時

会
場　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
師　
菅
原
知
明
氏

内
容　
お
正
月
用
干
支
飾
り

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
５
０
０
円

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
も
の
さ
し
、
木
工
用
ボ

ン
ド
、
洗
濯
バ
サ
ミ
、
ハ
サ
ミ
、
目
打
ち
、
昼
食

申
込
開
始　
12
月
３
日
（
月
）
か
ら

日
時　
12
月
22
日
（
土
）　
14
時
〜

会
場　
浜
辺
の
歌
音
楽
館

入
場
料　
無
料

出
演　
森
吉
中
学
校
吹
奏
楽
部
／
浜
辺
の

歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
／
Ｍ
Ｍ
Ｃ

森
吉
公
民
館
公
開
講
座

申
問

森
吉
公
民
館　
☎
72-

３
２
５
９

▲銀山神明社石燈籠（二基）

　昨年の開催に引き続き、共通理解を深めながら、
今回は、地域の「食」をとおして、「内陸線」と地
域課題解決への新たな可能性を探ります。みなさ
まのおいでをお待ちしています。
日時　12月１日（土）　９時50分～ 12時40分
会場　交流センター講堂
▼シンポジウム（10時～）
テーマ：「内陸線　この一年」～現状報告と展望
コーディネーター：秋田大学北秋田分校長　濱田純氏
パネリスト　
秋田内陸縦貫鉄道㈱代表取締役社長　酒井一郎氏

㈱フィデア総合研究所　後藤正彦氏
秋田大学環境応用化学科３年　伊藤晴樹氏
秋田内陸線再生支援室交通政策監　佐藤廣道氏
くまのたいら企画代表　大穂耕一郎氏
▼事例発表
①「秋田内陸線 食の開発『馬肉シチュー』について」

秋田内陸縦貫鉄道㈱事業課長 松橋重智氏
②「発見！古くて新しい北秋田の味プロジェクト
　Vol.１～バターの香りに包まれて～」

　　　　　秋田北鷹高等学校 家庭クラブ
③「大館(ふるさと)の魅力とどけ隊！～和でつなげ
　よう、地域の輪～」大館高等学校 家庭クラブ
▼試食会（11時50分～ 12時40分）
　かまぶく、しょうゆバター餅、馬肉シチュー
　　生涯学習課生涯学習班　☎62-1130

運動とレクレーションで交流
～合川地区「第36回スポーツとレクのつどい」～

　合川ことぶき大学と老人クラブ連合会合川支部
合同による「第36回スポーツとレクのつどい」が
10月９日、合川体育館で開かれ、210人が参加し
軽い運動などで健康づくりを行いました。
　開会宣言、選手宣誓などに続き、「豆でしょうか？
リレー」「おやつ食い競争」「宝さがし」など６種
目に汗を流し、お昼には老人クラブ女性部による
踊りや、李岱地区の仮装行列で楽しみました。
　また、つどいの後には、日本レクリエーション
協会副理事長の坂谷壽雄さん（五城目町出身）に ▲得意な人が多い「縄ない競争」は大盛り上がり

よる、講話と実技が行われるなど、老人パワー全
開のにぎやかで楽しい交流会となりました。

　各種講座などで学習した成果を地域に還元する
とともに、今後の活動につなげていくことを目的
に「生涯学習フェスタ」を開催します。今年はク
リスマスも一緒に、みんなで楽しい時を過ごしま
しょう。
　みなさまのご来場をお待ちしています。
日時　12月22日（土）　10時～ 15時
会場　中央公民館

合
川
公
民
館
公
開
講
座

申
問

合
川
公
民
館　
☎
78-

２
１
１
４

生涯学習フェスタ＆ほっとクリスマス

み りょく

問

▼ステージ発表
浜辺の歌少年合唱団／おはなし「にじいろパレッ
ト」／リズムであそぼう「ミュージックケア」／
ボディパーカッション／ヒップホップダンス講座
／二胡の演奏　ほか
▼体験コーナー
ニットdeホット／韓国語であいさつしよう／クリ
スマスクラフト／ともだち楽校「ささえ」とゆか
いな仲間たち　ほか
　　生涯学習課生涯学習班　☎62-1130

中央公民館でまなぼう・あそぼう・つたえよう

問

阿
仁
公
民
館

少
年
少
女
合
唱
団

　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

申
問

生
涯
学
習
課　
☎
62-

６
６
１
８
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